
議案第 2 3号

南島原市原城オアシスセンター条例施行規則の一部を改正する規則

について

提案理由

施設の使用料を免除する団体に

要の改正を行うもの。

平成 2 8年 3月 2 2 日提出

「認定こども園」を追加するため、所

南島原市教育委員会

委員長 坂上 三徳

00375
四角形



南島原市原城オアシスセンター条例施行規則の一部を改正する規則

南島原市原城オアシスセンター条例施行規則 (平成 18年南島原市教育委

員会規則第22号) の一部を次のように改正する。

第 7条第 7号中「又は保育園」を「、保育園又は認定こども園」に改め

る 。

様式第 1号中「又は保育園」を「、保育園又は認定こども園」に改め

る。

附 則
この規則は、平成 28年 4月 1 日から施行する。
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00375
四角形



南島原市原城オアシスセンター条例施行薄頭りの÷部を改正する邦頭り(新旧対照表)

(使用料の免除)

第7条 条例第10条の規定により、使用料を免除する場合は、次のとおりとする。

(1)~(6)( 田観

(7) 市内の幼稚園、保育園又み鰻認定こども園が利用するとき。

(8)( 田④

(使用料の免除)

第7条 条例第10条の規定により、使用料を免除する場合は、次のとおりとする。

(1)~(6)( 田観

(7) 市内の幼稚園又は保育園が利用するとき。

(8)( 田観
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新 旧

様式第 1号悌栴4条関係)
年 月 日

南島原市原液オアシスセンター利用詐可中請書

南島原市教育姿只会 様

申請者 住所
氏名 繭
電話静巧・ { )

南島原市力試聴オアシスセンターの利用を下記により-!-請じ三寸,
なお、利用にあたっては関係条例 ・現員11等を遵守 し主ナ .

訂己

利用団体夕, T 代表者名 1
利 用 n 的 1利用占放 1 人

声雛隣名き謡嫌;ルも霧島も和乳i多繋 (食堂)
FI 日 刊 日 H 路 分 ~ 時 分

利用臼時 月 昌 昌琶昌 昌 詩 書: =喜 勢
使 用 料 室名‐設備警 時

』 “
回数
回
単価
円
小 計
円
合 計

有料 ・免除 円
(理由 )

備 考 1 愛す寸者 1

…誓 太線内は記入しないこと。
免除理由
(1) 市又は教育委員会と共催の行事
{2) 市内公共団体及び社会福祉団体×‘群土会教育関係団体が利用
【3) 岡又は地方公共団体が利用
(4) 国公立のく芦佼又は学校法ノ‘、が設立した私立の学校が利用
(5) 市内の幼横園、保育園又は認定こども園が利用
(6) その他

様式第 1号簾池4条=鄭系)
年 月 日

圏島原市席鞭オアシスゼンター刊旧許可申!青書

南島原市教育委員会 様

申請者 住所
氏名 ◎
雷諸番号 [ )

南島原市原城オアシスセンターの利肩を下記により車諾します。
な経、利府にあたっては関係条例・規貝ー勝を遵守します。

記

利用団体名 1 代表有名 l
利用 目的 1利用者数 1 人

利肩室名き楓鰹艶ルヂ,-吉墓嬢魅3ま札 i雲蓬 檎堂)
・

白 目 日 目 日 時 分- 時 分

利 用 日 時 □ 日 日 日 日 日 時 分~ 時 分
日 目 日 日 日 時 分~ 時 分

懐 屑 料 繋 ・¥ 時間 回
樵
単価
円
小 計
円
合 計

時間

有料 ・免除 円
(理由 )

備 考 1 受付著 ー

※ 北線内は記入しなし・こヒ。
免除理由
{1) 市又は教育委員会と共催の行事
{2) 市内公共団体達ひ社会福祉団体文腸社会鞠育田係団体が利用
韓 ) 国文は地方公共団体が利用
図 ) 国勢窒回学複文は学校、法人が設立した私立切学校が利用
(5) 市商の幼稚園文は保育園が利用
桶 ) その他

#リ用団体名 1 代表有名 lぶりiD団体名 1 代表者名 ! 利 用 目的 1利用壱数 1 入
利 jiう rl 的 1利用占放 1 人

利 用 室 名 1 多目的ホール 2 研修室 3 和室 4 会議室 (食堂)
5 調理実習室 6 11吉報交葉茎 T トレーニング室利 用 室 名

1 多目的ホール 2 研修室 3 和室 」 会篇室 (食堂)
5 調理夷粁室 6 情報交換室 7 トレーニング室

利 用 日時
目

月 冒
目 日 目 日 1寺 分} 時 分

利 用 日時
月

FI 日 FI 日 コJ Ef 分 ~ 時 分 日 日 日 日 1寺 分~ 時 分
H H ーi H ・ 時 分 ~ 時・ 分 日 日 日 日 1寺 分~ 時 分
日 日 日 日 日 時 分~ 時 分

懐 屑 料

有料 ・免除
(理由 )

星名 1寺遡 回葬 単価 小 計 合 計茎 . - -.-

時間 四 円 円

円

使 用 料

有料 ・免除
(理由 )

室名・設備警 時闇 回数 単茄 小 計 合 計
日郭“ 回 円 円

円

備 考 受付者
備 考 受付者

00375
四角形



議案第 2 4号

南島原市ありえコレジョホール条例施行規則の一部を改正する規則

について

提案理由

南島原市ありえコレジョホ ル運営審議会の見直し及び施設の

使用料を免除する団体に「認定こども園」を追加するため、所要

の改正を行うもの。

平成 2 8年 3月 2 2 日提出

南島原市教育委員会
委員長 坂上 三徳

00375
四角形



南島原市ありえコレジョホール条例施行規則の一部を改正する規則

南島原市ありえコレジョホール条例施行規則 (平成 18年教育委員会規則

第 23号 ) の一部を次のように改正する。

第 7条第 1項第 7号中「又は保育園」を「、保育園又は認定こども園」

に改める。

第 16条及び第 17条を削り、第 18条を第 16条とする。

附 則
この規則は、平成 28年 4月 1日から施行する。

‐ 1 ‐
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南島原市ありえコレジョホール条例施行雑願りの÷部を改正する彩頼り(新旧対照表)

新 旧

(使用料の免除)

第7条 条例第10条の規定により、使用料を免除する場合は、次のとおりとする。

(1)~(6)( 略)

(7) 市内の幼稚園、保育園又は認定こども園が利用するとき。

(8)( 田観

2 (田観

(委任)

第16条 (略)

嫌用料の免除)

第7条 条例第10条の規定により、使用料を免除する場合は、次のとおりとする。

(1)~(6)( 略)

(7) 市内の幼稚園又は保育園が利用するとき。

(8)( 略)

2 (田観

(運営審議会)

第16条 条例第14条の規定に基づき設紙畳する南島原市ありえコレジヨホール運営審
議会 (以下「審議会」という。)に審議会の委員 (以下「委員」という。)の互
選により委員長及び副委員長各 1人を置く。

2 委員長は、審議会の議長となり会務を総括する。

3 副委員長は、委員長をネ漸左し、委員長に事故があるとき、又は欠けたときは、
その晴嗣努を代理する。

(会議)

第17条 会議は、教育委員会の諮問により、委員長が招集する。

2 会議は、委員の半数以上が出席しなければ、これを開くことができない。

(委fa

第18条 (田観
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議案第 2 5号

南島原市北有馬ピロティー文化センター日野江条例施行規則の一部

を改正する規則について

提案理由

施設の使用料を免除する団体に「認定こども園」を追加するため、所

要の改正を行うもの。

平成 2 8年 3月 2 2 日提出

南島原市教育委員会

委員長 坂上 三徳

00375
四角形



南島原市北有馬ピロティー文化センター日野江条例施行規則の一部

を改正する規則

南島原市北有馬ピロティー文化センター日野江条例施行規則 (平成 18

年南島原市教育委員会規則第24号) の一部を次のように改正する。

第 7条第 1項第 7号中「又は保育園」を「、保育園又は認定こども園」

に改める。

様式第 1号中「保育園」を「保育園又は認定こども園」に改める。

附 則
この規則は、平成 28年 4月 1 日から施行する。

-1 ‐

00375
四角形



南島原市北有馬ピロティー文化センター日野江条例施行鷲頭qの÷部を改正するヲ塊則 (新旧対照表)

俄[用料の免除)

第7条 条例第10条の規定により、使用料を免除する場合は、次のとおりとする。

(1)~(6)( 田観

(7) 市内の幼稚園、保育園又キ瀦認定こども園が利用するとき。

(8)( 田観

2 (略)

(使用料の免除)

第7条 条例第10条の規定により、使用料を免除する場合は、次のとおりと÷する。

(1)~(6)( 略)

(7) 市内の幼稚園又み滋果育園が利用するとき。

(8)( 田観

2 (略)

- 2 ー



新 旧

様式第1号 ぼす4条関係)
年 “ 日

南島原市北有馬ピロティー文化センター 1‐現行上利用詐可中請書

南島原市教育変質会 様

住所
申請者 氏名 御i
l昔話番号 ( }

南島原市北有馬ピロティー文化センター =野江及び附属設備の利用を下記により申請します

なお .利用にあたっては関係条例・規則棒を遵守します。

詑

翁mmfk 名 1代表者司

利用 日的 t病川階数1 人
;細 胞役名 北有馬ビ口ティー文化センタ一蹴 エー室 司

利用附属歳猫

n 日 口 □ 。 時 分 ~ 時 分

利 川 rl 時 月 。 " 臼 □ = 崎 分~ 時 分

ロ ロ ri 。 n 時 分~ 畔 分

室名・設備掌 時間 回数 1れ 繭 小 計 合 計

使 用 $÷ 時間 図 画 円

有料 ・免除 円
〔Fgrb )

備 考 受付.一

※ 太線内は記入しないこと。

免除理「fl

(1) 市又は教育委員会と共催の行事
(2) 市内公共団体及び-法会福祉団体又は社会教育関係団体が利用
(3) 回又は地方公党団体が利用
(4) 国公立の学校又は学校法ノ、が設立した私立の学校が利用
(5) 市内の幻」誰凹、保育閣又はま街きこども間が利用

(6) その他

様式第1号 ぼ;4条B謝系)
年 月 日

胸島原市北有馬ビロテイー文「ヒセンター日野虹利旧i午可申請書

南島原市教育委員会 様

住所
申請者 氏名 ①
電話番号 ( 〕

廟島原市北有馬ピロティー文化センター日野江及び附属設備の利用を下記により申請します。
なお、利用にあたっては関係条例・規則等を遵守します。

記

利用団体名 1代表銘

利用 目的 1利肩者敗1 A
利用施設名 北有馬ピロティー文化センター日野江 1室 名 1

利用附属設備

日 日 目 日 日 時 分~ 時 分

利 用 日 時 月 日 日 日 日 日 階 分~ 時 分

日 日 日 日 日 1等 分~ 時 分

室名・設備等 時間 回数 単 価 小 計 合 計

ぼ 旧 料 1寺間 回 円 円

有料 ・免除 円
く理由 〉

備 考 受付老l
※ 太線阿は記入しないこと。

免除理由
(1) 市立ぱ教育委員会と共催の行事
総 ) 市内公共団体及び社会福祉団体文は社会教育関係団体が利用
{3) 囲又は地方公共団体が利用
図 ) 国公立の学校又は学榎法人が設立した私立の学校が利用
{5) 市内の幼稚園、保育園が利用

姫 ) その他

利川田体名 代表者名 利用団体名 1代表者名
利 用 日的 1利用者副 人 利 用 目 的 1利肩者敗I A
判川庭役名 北有馬ピロティー文化センタ一日野江 1室 名 l 利用施設名 北有馬ピロティー文化センター日野江 1室 名 l

利用附属.;愛猫 利用附属設備

利 川 口時 “

n 日 1コ □ ロ
時 分~ 時 分

利用 日時 月

目 日 目 日 日
時 分~ 時 分

D " 日 □ =
ロキ ク>~ 時 分

日 日 日 日 日
晴 分~ 時 分

日 日 日 日 日
1等 分~ 時 分

ロ ロ 1-' 口 「I
時 分~ 畔 分

懐 旧 料

有料 ・免除
く理由 〉

室名 ・設備等 時間 回数 単 面 小 計 合 計

←起用 料

有料 ・免除
〔Fgrb )

i名・設備ゆ "続開 回数 lit 癒 小 計 合 計
1寺間 回 円 円

円

時田] 回 而 円

円

備 考 受付者備 考 受付.者I
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四角形



議案第 2 6号

南島原市加津佐青年・婦人会館条例施行規則の一部を改正する規則

の一部を改正する規則について

提案理由

施設の使用料を免除する団体に「認定こども園」を追加するため、所

要の改正を行うもの。

平成 2 8年 3月 2 2 日提出

南島原市教育委員会
委員長 坂上 三徳

00375
四角形



南島原市加津佐青年・婦人会館条例施行規則の一部を改正する規則

南島原市加津佐青年・婦人会館条例施行規則 (平成18年南島原市教育委

員会規則第26号) の一部を次のように改正する。

第 6条第 7号中「又は保育園」を「、保育園又は認定こども園」に改め

る 。

様式第 1号中「及び保育園」を「、保育園又は認定こども園" こ改める。

附 則
この規則は、平成 28年 4月 1 日から施行する。

‐ 1 ‐

00375
四角形



南島原市加津佐青年・婦人会館条例施行夫肌則の÷部を改正する夫雑則 (新旧対照表)

(使用料の免除)

第6条 条例第9条の規定により、使用料を免除する場合は、次のとおりとする。

(1)~(6)( 略)

(7) 市内の幼稚園、保育園又ば認定こども園が利用するとき。

(8)( 田観

(使用料の免除)

第6条 条例第9条の規定により、使用料を免除する場合は、次のとおりとする。

(1)~(6)( 略)

(7) 市内の幼稚園又は保育園が利用するとき。

(8)( 田観

- 2 -



新 旧

様式第 1号悌放 3条冒謝系)
年 月 日

南島原市加津佐Iir{-1・婦人会館利用許可申請書
南島原市教育委11会 様

住所
申請者 氏名
電話番号 ( )

南高原市加津佐青年・婦人会館及び附属設備の利用を下記により申請します。なお、
利用にあたっては関係条例・規則等を遵守します。

記
‘FIJ"i阻体名 1代表者“

利用ロ的 1利用者湖 人
利用施設名 城 n旧作 ,安臥 会館 1室 名

利用附属設備 I

U 1‐1 日 日 日 時 分~ 時 分

利 用 日 時 月 日 u 日 ロ ロ 時 分~ 時 分

日 日 日 日 日 時 分~ 時 分

室粥・,閉‘締 ; 時 閲 回 数 単 価 小 計 合 計

使 用 料 時間 回 円 円

才r料・免除
卿1山 ) f13

備 受付.者

, ※ 太線内は記入しないこと。

免除理由
(1) rh又は教育委員会と共催の行事
(2) 市内公共団体及じに社会福祉団体又は社会教育関係団体が利用
(3) 国又は地方公共団体が利用
(4) 国公立の学校又は学校法人が設立した私立の学校が利用
(5) 市内の幼稚闇、保育間又は認定こども間が利用
(6) その他

様式第 1号 ぼぢ3条関係)
年 月 日

南島原市方醇嘩佐青年十婦人会館利用許可申請書
南島原市執育委員会 様

住所
申請者 圧名 ⑩
電話番号 ( )

南島原市加津佐青年・婦人会館及び附属設備の利用を下記により申請します。なお、
利用に歯たっては関係条例十規則等を遵守します,

記
利用団体名 1代表著名l
利用目的 1利用者司 人
利用施設名 加津佐青年◆婦人会館 1窒 名

剥胴附罵楯 1

日 日 日 目 日 時 分~ 時 分

利用 日時 月 日 日 日 日 日 時 分~ 時 分

日 目 日 日 目 時 分~ 時 分

室名言制同等 時間 回数 単 価 小 計 合 計

便 用 料 時間 回 円 円

有料十免除
(理由 ) 円

備 考 受付者

※ 太線内は記入しないこと。

免除理由
(1) 市又は教育委員会と共催の行事
(2) 市内公共団体及び社会福祉団体又は社会観曹関係団体が利用
(3) 国又は地方公洪団体が利用
(4) 国公立の学校叉は学絞法人が設立した私立の学校が利用
(5) 市内の幼稚園及び保育園が利用
(6) その他

利用団体名 代表著名 希用団体名 1代表著名l
利 用 ロ的 利用者数 1 人 希用 目的 利用者数 1 人

利用施設名 加津佐青年・ち音人会館 室 名 希用施設名 加津佐青年◆婦人会館 1窒 名

利用附属役櫛 手1胴附露楯

利 用 日時
月

臼 1‐l 日 H " 時 分~ 時 分

利用 日時 月

日 日 日 目 日
時 分~ 時 分

日 u 1] ロ ロ
時 分 ~fT 等 分

日 日 日 日 日 時 分~ 時 分

日 日 日 日 日 時 分~ 時 分 日 目 日 日 日
時 分~ 時 分

使 用 料

有料十免除
(理由 )

室名言制同等 時間 回数 単 価 小 言十 合 計

使 用 料

才r料・免除
卿1山 )

室粥 ・,閉‘締 ; -1寺 r 回数 単 価 /i、 計 合 計
時間 回 円 円

円

時間 回 円 円

円
.

備 考 受付者備 受付.者 .

- 3 -

00375
四角形



議案第 2 7号

南島原市社会体育施設条例施行規則の一部を改正する規則の一部を

改正する規則について

提案理由

施設の使用料を免除する団体に「認定こども園」を追加するため、所

要の改正を行うもの。

平成 2 8年 3月 2 2 日提出

南島原市教育委員会

委員長 坂上 三像

00375
四角形



南島原市社会体育施設条例施行規則の一部を改正する規則

南島原市社会体育施設条例施行規則 (平成18年南島原市教育委員会規

則第 29号 ) の一部を次のように改正する。

第 5条第 6号中「又は保育園」を「、保育園又は認定こども園」に改

め る。

様式第 1号中「又は保育園」を「、保育園又は認定こども園」に改め

る。

附 則
この規則は、平成 28年 4月 1 日から施行する。

‐ 1 ‐

00375
四角形



(使用料の免除)

第5条 条例第11条の規定により、使用料を免除する場合は、次のとおりと÷する。

(1)~(5)( 田観

(6) 市内の幼稚園、保育園又は認定こども園が利用するとき。

(7)( 田観

(使用料の免除)

第5条 条例第11条の規定により、使用料を免除する場合は、次のとおりとする。

(1)~(5)( 田観

(6) 市内の幼稚園又は保育園が利用するとき。

(7)( 田観

- 2 ‐

南島原市社会体育施設条例施行規則の一部を改正する規則



新 旧

様式第 1号悌航 3条関係)
年 月 日

南島原市教育委員会 様

イモ所
申請者 氏名 簿
講話番号 { )

南島原市社会体育施設利用許可「ー!請書

社会体育施,役の利用を下記により申請します。なお、利用にあたっては関係条例・規
則壕を遵守します。

記

利用団体名 利用者数 ノ・

団体代表者氏名 電話番号

~ グラウンド 2 グラウンド夜間照明「
ヰリ用施設名 3 テニスコー ト 4 テニスコー ト夜間服i明 面

5 体育館 6 武道館 7 弓道場
8 その他 ( )ノ

利用目的 コート

月 照明孫明日 利 用 時 間

利用n時 = 昌冨昌昌 =雲薯: 墓参
[ 日 日 日 日 時 分~ 時 分

使用料 覆お免手 =濃≦巌窟蔓 距 題合計.

備 考 1受付者
大漁内は記人しないこと。

使用料の免除理由
1 市又は教育委員会と共催する事業、行事又は大会
2 市体育協会が主催又は共催する事業、行11に又は大会
3 市内公共団体及び社会福祉団体又は社会教育関係団体が主催する事業、行事又は大
会
4 県民体育大会又は国民体育大会のil了出身選手の強化
5 国ないソ【の′:;な校又は学校法人が設立した学校の学校行事として利用
6 市内の幼稚間、保育園又は認定こども間が利用
7 その他

様式第 1号悌櫨3条関係)
年 月 日

南島原市救育委員会 様

住所
申請者 氏名 ◎
電話番号 ( )

南島原市札会体月′一ふえ…J用汁qi申請書

社会体育施設の利用を下記により申請します。なお、利用にあたっては闘係条例▲規
則等を遵守します。

記

利用団体名 利用者数 人

団体代表者氏名 電話番号

性 グラウンド 2 グラウンド夜間照明「
利用施設名 a テニスコート 4 テニスコート夜間照明 面

5 体育館 6 武道館 7 弓道場
選 その他 ( )ノ

利用目的 コート

月 照明利用 利 用 時 間
日 日 日 日 日 時 分~ 時 分

利用日時 日 日 日 日 日 時 分~ 時 分

日 日 目 日 日 時 分~ 時 分

使用手斗窄墓詣免苧膏尋留美冨萎昌二 冨合計
備 考 1受付者

太線内は記入しないこと。

使用料の免除理由
1 市又は教育委員会と共催する事業、行事文は大会
2 市体育協会が主催又は共催する事業、行事文は大会
3 市内公共団体及び社会福祉団体又は社会教育関係団体が主催する事業 行事又は大
会
4 県民体育大会又は国民体育大会の市出身選手の強化
5 国公立の学校又は学校法人が設立した学校の学校行事として利用
6 市内の幼稚園又は保育園が利用
7 その他

利用団体名 利用者数 ノ・ 利用団体名 利用者数 人

団体代表者氏名 電話番号団体代表者氏名 電話番号 、

利用施設名

~ グラウンド 2 グラウンド夜間照明、
3 テニスコー ト 4 テニスコー ト夜間服W1

5 体育館 6 武道館 7 弓道場
8 その他 ( )ノ

面

コー ト 利用目的利用目的

利用日時

月 照明利用 利 用 時 間

利用口時

月 厭割り1利用 剃 用 憎手 間

日 日 日 日 日 時 分~ 時 分日 日 日 日 日 時 分~ 時 分
日 目 目 日 日 時 分~ 時 分日 日 日 日 日 時 分~ 時 分
日 目 日 日 日 時 分~ 時 分[ 日 日 日 日 時 分~ 時 分

使用料
有料・免除
〔理由 )

時間× 回× 円= 円
時間× 回× 円= 円

合 計
使用料

有料・免除
(理由 )

晦
昨
X 回 X FI= nj

X 回 X 門 = 円

合 計・

円円

備 考 1受付者備 考 受付者

‐ 3 -

00375
四角形



議案第 2 8号

南島原市みそ五郎の森総合公園の管理利用に関する条例施行規則の

一部を改正する規則について

提案理由
施設の使用料を免除する団体に「認定こども園」を追加するため、所

要の改正を行 うもの。

平成 2 8年 3月 2 2 日提出

南島原市教育委員会

委員長 坂上 三徳

00375
四角形



南島原市みそ五郎の森総合公園の管理利用に関する条例施行規則

の一部を改正する規則

南島原市みそ五郎の森総合公園の管理利用に関する条例施行規則 (平

成18年南島原市教育委員会規則第30号) の一部を次のように改正する。

第 6条第 6号中「又は保育園」を「、保育園又は認定こども園」に改

める。

様式第 1号中「又は保育園」を「、保育園又は認定こども園」に改め

る 。

附 則
この規則は、平成 28年 4月 1 日から施行する。

-1 ‐

00375
四角形



南島原市みそ五郎の森総合公園の管理利用に関する条例施行規則の一部を改正する規則

新 ト

(使用料の免除)

第6条 条例第8条の規定により、使用料を免除する場合は、次のとおりと÷する。

(1)~(5)( 田④

(6) 市内の幼稚園、保育園又は認定こども園が利用するとき。

(7)( 田観

(使用料の免除)

第6条 条例第8条の規定により、使用料を免除する場合は、次のとおりと÷する。

(1)~(5)( 略)

(6) 市内の幼稚園又は保育園が利用するとき。

(7)( 田観

- 2 -



- 3 -

新 旧

様式第 1号僕位4条冒謝系)
年 月 日

南島駐車教育委員会 様
住所

申請者 氏名 楓
電 話揺‐母・ ( )

南島原市社会体育施故利用許可「1lj“{!;

社会体育施設の利用を下記により中謝します。なお、利用にあたっては関係条例・規則零を遵守し業
れ

言己
利 用 団 体 名 1判用者数 i 人
団体代表者氏名 1電話番号・ 1

′1 グラウン ド 2 グラウン ド夜間厨房1 、

利 用 鞄 設 名 3 テニスコート 4 テニスコート夜間照明 面
5 体育館 6 武道館 7 つ道場
」8 その他 ( ) ノ

奉り 自宅 目 的 コー ト

月 照明利用 利 用 時 間
ト ロ ロ 日 日 日 時 分 ~ 時 分

“ .J R R 白 日 日 時 分 ~ □寺 分

1ョ 日 ロ ロ 日 時 分 ~ 時 分

- ‐ 有料 ・免じ余 日¥== × 回 × 門 一 円 ・合 計、」
・ {理由 ) 時間- × 回 × 円 = 四 円

{蘭 ・考 1受付者

太線内は記人 Lないこと。

使用料の免除理由
1 市又嘘姿員公と共催する事業、テヤIF又は大会

2 ‘旧家芥弱ろ会が主催文は共僻する事菜、行事又は大会

3 市内公共団体及び社会福祉団体又は社会教育関係団体が主価する事業、行事又は大会
4 県民体芥大会又は同氏体者大会の-'「出身選手の強化

5 国公立の学校又は学校法人が設立した学校のに校行事として利用
6 市内の幼稚網、標貸間又は認定こども園が利用
7 その他

様式第 1号係肱4条関係)

年 月 日
雨島原市教育要員会 様

住所
申藷者 氏名 ◎

ーー ■ ( )里国歯耳

南島点中江会体育施設利用許可申…青書

社会体育施設の利用を下記により中請します。なお、利用にあたっては関係条例・規則等を遵守しま
す。

記
利 用 団 体 名 1利用者数 I A
国体機表著氏名 1電話番号 1

ヰ輔設名
′
き議≦を1影 響騒駒 面
』 その他 (

利 用 目 的 コート
月 照明利用 利 用 時 間

利用日時 冒 冒 昌 冨 冒 =書に 謹書
日 日 日 日 日 時 分 ~ 時 分

懐 旧 籾雷書棚孝 庭濠 窯 距 胃 合計円
備 考 1受付老

太線内は記入しないこと。

使用料の免除理由
1 市又は委員会と共催する事業、行事又は大会
2 市体育協議都主催又は共催する事薫 行事文は大会
3 市内公期団体及び社会福祉回体又は社会教育関係国隊が主催する事業、行事文は大会
4 県民体育大会又は国民体育大会の市出身選手の強化 ‐
5 圏公立の学絞又は学校法人が設立した学績の学校行事として利用
6 市岡の幼稚園又は保育園P瞬け用
7 その他 一一一「ー

利 用 団 体 名 1判用者数 1 人 利 用 団 体 名 ー利用者数 1 人
団体代表者氏名 1電話番号. l 国体機表著氏名 1電話番号 l

利 用 施 設 名

′1 グラウン ド 2 グラウン ド夜聞賭モ明
3 テニスコー ト 4 テニスコー ト夜間照明

5 体育館 6 武道館 7 つ道場
、8 その他 ( )

面

コー ト

刊 肩 施 設 名

. グラウンド 2 グラウンド夜間服嗣 ー
5 テニスコー ト 4 テニスコート夜間照明

5 体育館 6 武道館 7 弓道場
ぶ その他 ( 〕 -

面

コート利 用 目 的奉り 自宅 目 的

利 用 日 時

月 照明利用 利 用 時 間

利 用 11 時

月 照明利用 利 用 時 間
日 Ei 日 日 R 時 分~ 時 分 日 日 日 日 日 時 分~ 時 分

日 日 日 日 日 時 分~ 時 日門 R R 日 日 時 分 ~ ロキ ラ}
日 日 日 日 日 時 分~ 時 分1ヨ " F ‘3 “ 時 分~ 時 分

懐 旧 料
有料・免除
(楓lb 〉

1寺問 × 回 K 円 = 円
1寺閤 × 回 K 円 = 円

合 計
使 用 料

有料 ・免ー除

{理由 )
時間 × 回 × 円 一 円
時間! × 回 × 円 = 阿

‐合 計

円円

備 考 1受付著備 考 1受付者

00375
四角形



議案第 2 9号

南島原市立小・中学校体育施設の利用等に関する条例施行規則の-

部を改正する規則について

提案理由

施設の使用料を免除する団体に

要の改正を行 うもの。

平成 2 8年 3月 2 2 日提出

「認定こども園」を追加するため、所

南島原市教育委員会

委員長 坂上 三徳

00375
四角形



南島原市立 ・・中学校体育施設の利用等に関する条例施行規則の

一部を改正する規則

南島原市立小・中学校体育施設の利用等に関する条例施行規則 (平成

18年南島原市教育委員会規則第32号) の一部を次のように改正する。

第 5条第 6号中「又は保育園」を「、保育園又は認定こども園」に改

め る。

様式第 1号中「又は保育園」を「、保育園又は認定こども園」に改め

る 。

附 則
この規則は、平成 28年 4月 1 日から施行する。

‐ 1 ‐

00375
四角形



南島原市立小・中学校体育施設の利用等に関する条例施行規則の一部を改正する規則

眠[用料の免除)

第5条 条例第9条の規定により、使用料を免除する場合は、次のとおりと÷する。

(1)~(5)( 田観

(使用料の免除)

第5条 条例第9条の規定により、使用料を免除する場合は、次のとおりとする。

(1)~(5)( 略)

(6) 市内の幼稚園又キ滋呆育園が利用するとき。

(7)( 略)

(6) 市内の幼稚園、保育園又は認定こども園が利用するとき。

(7)( 田観

‐ 2 -



新 旧

様式第 1号 悌弁3条関係)
年 月 r1

南島原市教育委員会 様
住所

-群青者 氏名 ⑩
電話番号 ( )

南島原市社会体育施設利用許可申請,!¥

社会体育施設の利用を下記により申請します。なお、利用にあたっては関係条例・規則
等を遵守します。

ヱ
卿iH団体名 ;利用者・数 人

団体代表者氏名 電話.番号

「 グラウンド 2 グラウンド夜間照明、
3 テニスコー ト 4 テニスコー ト夜間照明

5 f4;1′『館 6 武道館 7 弓道場
u8 その他 ( し

利用日的 コー ト

月 照明利用 利 用 時 間

利川□時 日 日 EI 日 日 時 分~ 時 分

1ョ 日 日 ロ ロ 時 分~ 時 分

日 目 FI 日 日 時 分~ 時 分

1胴ト冨 岡 欄 室 棒 冨合11
1 備 考 モ受付者

太線内は記入しないこと。

使用料の免除理由
1 市又は委員会と共催する事業、行事又は大会
2 市体育協会が主催又は共催する事業、行‐!罫又は大会
3 市内公共団体及び社会福祉団体又は社会教育関係団体が主催する事業、行事:×は
大会
4 県民体育大会又は国民体育大会の市出身避手の強化
5 ーq公立の学校又は学校法人が設立した学校の学校行事として利用
6 「師 の幼稚綱、保1′『圃又は認定こども園が利用
7 その他

様式第1号 ぼ鶏条邑勤系)
年 月 日

南島原市敦育委員会 様
住所

申請者 氏名 ◎
電話番号 ( )

南島原市社会体育施設利用許可申請書

社会体育施設の利用を下記により申請します。なお、利用にあたっては関係条例・規則
等を遵守します。

記
利用団体名 利用者数 人

団体代表者氏名 電話番号

グラウンド 2 グラウンド夜間照明、
利用施設名 S テニスコート 4 テニスコート夜間照明 面

5 体育館 6 武道館 7 弓道場
電 その他 ( し

利用目的 コート

月 照明利用 利 用 時 間

利用日時 日 日 日 目 日 時 分~ 時 分
日 日 日 日 日 時 分~ 時 分

日 目 日 日 日 時 分~ 時 分

便用料孝墓詣ギ 翻壷 - 冨i 冨含計.

備 考 1受付若
太線内は記入しないこと。

使用料の免除理由
1 市又は委員会と共催する事業.行丁事又は大会
2 市体育協会が主催又は共催する事業、行事文は大会
3 市内公共団体及び社会福祉団体又は社会教育関係団体が主催する事業、行事文は
大会
4 県民体育大会又は国民体育大会の市出身選手の強化
5 国公立の学校文は学校法人が設立した学校の学校行事として利用
6 市内の幼稚園文は保育園が利用
7 その他

卿iH団体名 ;利用者・数 人 利用団体名 利用者数 人

団体代表者氏名 電話番号 団体代表者氏名 電話番号

利用施設名

「 グラウンド 2 グラウンド夜間照明、
3 テニスコー ト 4 テニスコー ト夜間照明

5 f4;1′『館 6 武道館 7 弓道場
u8 その他 ( し

【1O

コー ト

利用施設名

グラウンド 2 グラウンド夜間照明、
S テニスコート 4 テニスコート夜間照明
5 体育館 6 武道館 7 弓道場
電 その他 ( L

面

コート利用目的利用日的

利用日時

月 照明利用 利 用 時 間

利川口時

月 照明利用 利 用 時 間
日 日 日 日 日 時 分~ 時 分日 日 日 日 日 時 分~ 時 分

日 日 日 日 日 時 分~ 時 分1ヨ 日 日 ロ ロ =J 分~ 時 分

日 日 日 日 日 時 分~ 時 分日 日 R 日 1コ 時 分~ 時 分

使 用料
有料十免除
(理由 )

時間× 回× 円ニ 円

時間× 圃x 円= 円

合 計1使用料 有料・免除(理由 ) 時間X 脚× チリ= 円

時間× 回X 円= 円

合 計

円ー11

備 倦」 1受付若1備 考 受付、者
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議案第 3 0号

南島原市文化財専門委員会設置規則を廃止する規則について

提案理由

南島原市文化財専門委員を南島原市文化財保護審議会規則第 5条第 2項

により臨時委員に委嘱するため、南島原市文化財専門委員会設置規則が不

要になるので、規則を廃止するもの。

平成 2 8年 3月 2 2 日提出

南島原市教育委員会

委員長 坂上 三徳

00375
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南島原市文化財専門委員会設置規則を廃止する規則
南島原市文化財専門委員会設置規則 (平成18年教育委員会規則第39号) は、

廃止する。

附 則
この規則は、平成28年 4月 1 日から施行する。

00375
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議案第 31 号

南島原市奨学資金償還補助金交付要綱の制定について

提案理由

若者の市内定住促進を図る目的で、南島原市奨学資金貸与者に補助金を

交付するため、要綱を制定するもの。

平成 2 8年 3月 2 2 日提出

南島原市教育委員会

委員長 坂上 三徳

00375
四角形



南島原市奨学資金償還補助金交付要綱

(趣旨)
第 1条 市は、若者の南島原市内への定住促進を図るため、南島原市の奨

学資金の貸付けを受けた者が償還する場合に、南島原市奨学資金償還補

助金 (以下「補助金」という。) を交付するものとし、その交付につい

ては、南島原市補助金等交付規則 (平成 18年南島原市規則第35号。以下

「規則」という。) に定めるもののほか、この告示の定めるところによ

る 。

(補助金の受給要件)

第 2条 補助金の交付を受けることができる者は、次の各号の全てに該当

する者とする。

(1) 各年度の償還しなければならない期間 (以下「償還対象期間」

という。) に市の住民基本台帳に記録され、現に居住している者又

は居住していた者

(2) 償還対象期間に就労している者又は就労していた者

(3) 償還対象期間に償還すべき奨学資金を償還している者

(4) 市税等を滞納していない者

(補助金の額)

第 3条 補助金の額は、償還対象期間に償還すべき奨学資金の償還額の 2

分の 1以内の額とする。ただし、償還対象期間に市内に居住し、かつ、

就労した期間が 1年に満たない年度においては、償還額を12で除した額

にその月数 (1月に満たない月は切り捨てるものとする。) を乗じた金

額 (1 円未満の端数があるときは、その端数を切り捨てるものとする。

次項において同じ。) を補助対象の償還額とする。

2 前項の規定にかかわらず、償還開始年度及び償還終了年度の補助金の

額は、償還額をその年度の償還対象期間の月数で除した額に償還対象期

間中に市内に居住し、かつ、就労した月数 (1月に満たない月は切り捨

てるものとする。) を乗じた金額を補助対象の償還額とする。

00375
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3 繰上げ償還等による奨学資金の償還額は、前項に規定する償還すべき

奨学資金の償還額に含まないものとする。

(申請書に添付すべき書類等)

第 4条 規則第 4条の規定による申請書に添付すべき書類は、次のとおり

とす る。

(1) 奨学資金償還計画書 (様式第 1号)

(2) 承諾及び委任状 (様式第 2号)

(3) その他市長が必要と認める書類

2 規則第 4条の市長が定める申請書を提出することができる時期は、毎

年度別に定める期日までとする。

(実績報告)
第 5条 規則第 13条の別に定める実績報告書に添付すべき書類は、次のと

おりとし、その提出期限は、補助金の交付の決定があった会計年度の翌

年度の 4月 30日とする。

(1) 居住申出書 (様式第 3号)

(2) 就労証明書 (様式第 4号)

(3) その他市長が必要と認める書類

(補則)
第 6条 この告示に定めるもののほか、必要な事項は、市長が別に定める。

附 則
この告示は、平成28年 4月 1 日から施行し、南島原市奨学資金貸付基金

条例 (平成 18年南島原市条例第58号。以下「条例」という。) 第 12条第 1

項本文に規定する償還が平成28年度以降に開始する奨学生について適用

する。この場合において、条例第 13条第 1号の規定により償還の猶予を承

認された者を含むものとする。

2



様式第 1号 (第4条関係)
奨学資金償還計画書

フリガナ

奨学生氏名

住 所 南島原市 町 番地

生年月日 昭和 ・ 平成 年 月 日

電話番号 自宅 ・ 携帯電話

貸付けを受けた期間 年 月分 から 年 自分 まで

貸付けを受けた総額 円

償還期間 年 月 から 年 月 まで

償還方法 月賦 ・ 半年賦 ・ 年賦

償 還 計 ‐画

年度

月 償 還 予 定 額

4 円

5 円

6 円

7 円

8 円

9 円

10 円

11 円

1 2 円

1 円

2 円

3 円

計 円

00375
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様式第2号 (第4条関係)

承諾及び委任状

年度南島原市奨学資金償還補助金交付の申請において、私の住民登録

情報、市税等の納付状況を、貴職において調査及び取得されることを承諾し、委

任いたします。

なお、この件に関し問題が発生した場合は、私が一切の責任をとり解決いたし

ます。

南島原市長 様

年 月 日

住 所 南島原市 町 番地

◎氏 名

電話番号

4



様式第3号 (第5条関係)

居住申出書

南島原市長 様
年 月 日

下記のとおり相違ありません。

記

申出者

フリガナ
氏名 ⑩

住所 南島原市 . 町 番地

生年月日 昭和 平成 年 月 日

亀戸ロ宙万 ( 自宅 ・ 携帯電話 )

【申出内容】

年度における
申出者の市内居住期間

年 月 日 から

年 月 日 まで

年度における
申出者の市内居住月数
※一月 (月の初日から末日まで)

に満たない月は含めない。

月

5

00375
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様式第4号 (第 5条関係)

就労証明書

就労者

フリガナ

氏名

.

住所 . 南島原市 町 番地

生年月日 昭和 ・ 平成 年 月 日

以下の太枠内は.事業所から証明をお願いします。

事業所名

事業所所在地

就労期間
年 月 日 から
年 月 日 まで

特記事項
.

上記のとおり証明します。

(証明日)
年 月 日 ‐

(証明者)

住 所

事業所名

代表者名 ◎

電話番号

6



議案第 3 2号

南島原市総合型地域スポーツクラブ支援補助金交付要綱の一部を

改正する告示について

提案理由
南島原市総合型地域スポーツクラブの支援を引き続き 3年間延長する

ため、所要の改正を行うもの。

平成 2 8年 3月 2 2 日提出

南島原市教育委員会

委員長 坂上 三徳
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南島原市総合型地域スポーツクラブ支援補助金交付要綱の一部を改

正する告示、

南島原市総合型地域スポーツクラブ支援補助金交付要綱 (平成23年南

島原市告示第62号) の一部を次のように改正する。

第 3条第 2項中 「5年間」を 「8年間」に改める。

附 則
この告示は、平成 28年 4月 1 日から施行する。

‐ 1 ‐
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南島原市総合型地域スポーツクラブ支援補助金交付要綱の一部を改正する告示

新 旧

(補助額等)

第 3条 (略)

2 補助の期間は、設立後最初の交付決定のあった年度から 8年間

とす る。

(補助額等)

第 3条 (略)

2 補助の期間は、設立後最初の交付決定のあった年度から 5年間

とす る。

- 2 -



議案第 3 3号

国指定史跡原城跡、日野江城跡及び吉利支丹墓碑保存管理計画

等策定委員会設置要綱を廃止する告示について

提案理由

国指定史跡原城跡、日野江城跡及び吉利支丹墓碑保存管理計画の策定

が終了しているため、要綱を廃止するもの。

平成 2 8年 3月 2 2 日提出

南島原市教育委員会
委員長 坂上 三徳

00375
四角形



国指定史跡原城跡、日野江城跡及び吉利支丹墓碑保存管理計画等策定

委員会設置要綱を廃止する告示
国指定史跡原城跡、日野江城跡及び吉利支丹墓碑保存管理計画等策定委員

会設置要綱 (平成20年南島原市教育委員会告示第 3号) は、廃止する。

附 則
この告示は、平成 28年 4月 1 日から施行する。
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議案第 3 4号

南島原市学校支援共同実施室組織運営規程の一部を改正する訓令

について

提案理由

南島原市立小学校の統廃合に伴い、所要の改正を行うもの。

平成 2 8年 3月 2 2 日提出

南島原市教育委員会

委員長 坂上 三徳

00375
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南島原市学校支援共同実施室組織運営規程の一部を改正する訓令

南島原市学校支援共同実施室組織運営規程 (平成21年南島原市教育委員会訓令第

2号) の一部を次のように改正する。

別表中

西有家地区 西有家中学校、西有家小学校、龍石小学校、慈恩寺

小学校、見岳小学校、長野小学校

有家地区 有家中学校、有家小学校、蒲河小学校、堂崎小学

校、新切小学校

深江・布津地区 布津中学校、深江中学校、布津小学校 (第一分校、

第二分校を含む。)、飯野小学校、深江小学校 (馬

場分校、諏訪分校を含む。) 、小林小学校、大野木

場小学校

を

「

有家・西有家地区 有家中学校、西有家中学校、有家小学校、蒲河小学

校、新切小学校、堂崎小学校、西有家小学校

深江・布津地区 布津中学校、深江中学校、布津小学校、飯野小学

校、深江小学校 (馬場分校、諏訪分校を含む。)、

小林小学校、大野木場小学校

に改める。

附 則
この訓令は、平成28年 4月 1日から施行する。

- 1 -
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南島原市学校支援共同実施室組織運営規程の一部を改正する教育委員会訓令 新旧対照表

新 旧

霊界2条鰍空.成校名
(略)
有馬地区 南有馬中学校、北有馬中学校、南有馬小学校、有馬小学

校

新切小学校、堂崎小学校、西有家小学校

1

整 西有家有家中学校西有家中学校有家小学校蒲河小学校

1
菅
布津地布津中学校、深江中学校布 津小学校、飯野小学校、深
江小学校 (馬場分校、諏訪分校を含む。) 、小林小学
校、大野木場小学校

別表悌越2条冒謝系)
地区名 構成校名
(略)
有馬地区 南有馬中学校、北有馬中学校、南有馬小学校、有馬小学

校

1西有家地区 要膏厭墨、覇葦;覇 ・音節小学校・慈恩寺小学

-
有家地区

高家孝義
校、有家小学校、蒲河小学校、堂崎小学校、新

1
ぎ
布津地布津中学校、深江中学校、布津小学校 (第一分校、第二
分校を含む。) 、飯野小学校、深江小学校 (馬場分校、
諏訪分校を含む。)、小林小学校、大野木場小学校

地区名 構成校名 地区名 構成校名
(略) (略)
有馬地区 南有馬中学校、北有馬中学校、南有馬小学校、有馬小学

校
有馬地区 南有馬中学校、北有馬中学校、南有馬小学校、有馬小学

校

1
有家・西有家
地区

有家中学校、西有家中学校、有家小学校、蒲河小学校、
新切小学校、堂崎小学校、西有家小学校

西有家地区 西有家中学校、西有家小学校、龍石小学校、慈恩寺小学
校、見岳小学校、長野小学校

有家地区 有家中学校、有家小学校、蒲河小学校、堂崎小学校、新
切小学校

1深江・布津地区
布津中学校、深江中学校、布津小学校、飯野小学校、深
江小学校 (馬場分校、諏訪分校を含む。) 、小林小学
校、大野木場小学校 1深江・布津地区

布津中学校、深江中学校、布津小学校 (第一分校、第二
分校を含む。) 、飯野小学校、深江小学校 (馬場分校、
諏訪分校を含む。)、小林小学校、大野木場小学校

- 2 -



議案第 3 5号

南島原市嘱託職員の設置に関する規則の一部を改正する規則につ

し、÷て

提案理由
南島原市社会教育指導員は、地方公務員法第 3条第 3項第 3号に規定

する嘱託職員に該当するため、所要の改正を行うもの。

平成 2 8年 3月 2 2 日提出

南島原市教育委員会

委員長 坂上 三徳
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南島原市嘱託職員の設置に関する規則の一部を改正する規則

南島原市嘱託職員の設置に関する規則 (平成 19年南島原市規則第 28

号 ) の一部を次のように改正する。

第 18条第 1項中第 4号を第 5号とし、第 3号の次に次の 1号を加える。

(4) 地震、水害、火災その他の災害により嘱託職員の現住居が滅失

し、又は損壊した場合で、当該嘱託職員が当該住居の復旧作業等の

ため勤務しないことが相当であると認められるとき 7 日の範囲内

の期間

第 18条第 2項第 3号及び第 4号中 「1年度」を「一の年度」に改め、

同項第 8号中 「前 2号」を 「前 3号」に、 「1年度」を 「一の年度」に

改め、同号を同項第 9号とし、同項中第 7号を第 8号とし、第 6号の次

に次の 1号を加える。

(7) 女子の嘱託職員が母子保健法 (昭和 40年法律第 141号) の規定

による保健指導又は健康診査に基づく指導事項を守るため勤務しな

いことがやむを得ないと認められる場合 必要と認められる期間

第 18条第 2項に次の 1号を加える。
しよう

(10) 嘱託職員が骨髄移植のための骨髄若しくは末梢血幹細胞移植の
ための末梢血幹細胞の提供希望者としてその登録を実施する者に対

して登録の申出を行い、又は配偶者、父母、子及び兄弟姉妹以外の

者に、骨髄移植のため骨髄若しくは末梢血幹細胞移植のため末梢血

幹細胞を提供する場合で、当該申出又は提供に伴い必要な検査、入

院等のため勤務しないことがやむを得ないと認められるとき 必要

と認められる期間

別表第 1公民館長の項の次に次のように加える。

附 則
この規則は、平成 28年 4月 1 日から施行する。

ー 1 ー
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南島原市嘱託職員の設置に関する規則の一部を改正する規則 新旧対照表

新 旧

(年次有給f和段以外のf和段)

第18条 次の各号に掲げる場合は、嘱詔窮巌員に対して、当該各号に定める期間の有
給のf和段を与えるものとする。

(1)~(3)( 田④

(4) 地震、水害、火災その他の災害により嘱諦F醐員の現住居が滅失し、又は損
壊した場合で、当該嘱託職員が当該住居の復旧作業等のため勤務しないことが
相当であると認められるとき 7日の範囲内の期間

(5)( 田観

2 次の各号に掲げる場合は、嘱誇お巌員に対して当該各号に定める期間の無給の休
暇を与えるものとする。

(1)・(2)( 略)

(3) 小学椀精就学の始期に達達するまでの子 (配偶者の子を含む。以下この号にお
いて同じ。)を養育する嘱譜=巌員が、負傷し、若しくは疾病にかかった当該子
の世話又は疾突病の予防を図るために必要なものとして任命権者の定める当該子
の世話をするために勤務しないことが相当であると認められる場合 一の年度
(4月 1日から翌年 3月31日までの間)において5日 (その養育する小学梅就
学の女鵠期に達圭するまでの子が2人以上の場合にあっては、10日)以内の期間

(4) 次に掲げる者 (イ及びウに掲げる者にあっては、嘱諦=鵬員と同居している
ものに限る。)で負傷、疾病又は老齢により2週間以上の期間にわたり日常生
活を営むのに支障があるもの (以下この号及び次号において「要介護者」とい
う。)の介護その他の任命権者の定める世話を行う嘱諦E蘭員が、当該世話を行
うため勤務しないことが相当であると認められる場合 一の年度 (4月 1日か
ら翌年 3月31日までの間)において5日 (要介護者が2人以上の場合にあって
は、10日)以内の期間

(年次有給{和摂以外のf糊段)

第18条 次の各号に掲げる場合は、嘱諦臨巌員に対して、当該各号に定める期間の有
給のf和践を与えるものとする。

(1)~(3)( 田④

2

(4)( 田観

次の各号に掲げる場合は、嘱諦韓制員に対して当該各号に定める期間の無給の休
暇を与えるものとする。

(1).(2)( 田④

(3) 小判輔覚学の始期に達達するまでの子 (配偶者の子を含む。以下この号にお
いて同じ。)を養育する嘱諦暮灘員が、負傷し、若しくは疾突病にかかった当該子
の世話又は疾突病の予防を図るために必要なものとして任命権者の定める当該子
の世話をするために勤務しないことが相当であると認められる場合 1年度
(4月 1日から翌年 3月31日までの間)において5日 (その養育する小学鞠就
学の女鵠期に達垂するまでの子が2人以上の場合にあっては、10日)以内の期間

(4) 次に掲げる者 (イ及びウに掲げる者にあっては、嘱諦お粥員と同居している
ものに限る。)で負傷、疾病又は老齢により2週間以上の期間にわたり日常生
活を営むのに支障があるもの (以下この号及び次号において「要介護者」とい
う。)の介護その他の任命権者の定める世話を行う嘱諦寵巌員が、当該世話を行
うため勤務しないことが相当であると認められる場合 1年度 (4月 1日から
翌年 3月31日までの間)において5日 (要介護者が▼2人以上の場合にあって
は、10日) 以内の期間



新 旧

ア~ ウ (略)

(5).(6)( 田◎

(7) 女子の嘱託職員が母刊呆健法 (昭和40年法律第141号)の規定による保健
指導又は建康診査に基づく指導葦事項を守るため勤務しないことがやむを得ない
と認められる場合 必要と認められる期間

(8) (田④

(9) 嘱託職員が負傷又は疾突病のため療養する必要があり、その勤務しないこと
がやむを得ないと認められる場合 (前 3号に掲げる場合を除く。) -の年度
(4月 1日から翌年 3月31日までの間)において任命権者の定める期間

(lo)嘱託職員が骨髄瑚隣値のための骨髄若しくは末摺 血幹細胞移植のための末

梢血幹細胞の提溜英希望者としてその登録を実施する者に対して登録の申出を行
い、又は配偶者、父母、子及び兄弟姉妹以外の者に、骨髄断参g植のため骨髄騨テし
くは末梢血幹細胞移植のため末梢血幹細胞を壬治供する場合で、当該申出又キ蔀是
供に伴い必要な検否‐入院等のため董煽奏しないことがやむを得ないと認められ
るとき 必要と認められる期間

3 (田観 ,

別表第 1悌池11条関係)
区分 報酬月額

(略)
公民館長 152,000円

社会教育指導員 152,000円

(略)

備考 上記の報酬月額は、勤務時間が週37時間30分のときの額を示したものであ
り、週37時間30分以外の勤務時間で任用する場合は、その勤務時間に対応する報
酬月額となる。

ア~ ウ (田観

(5) ・(6)( 田劉

(7)( 田④

(8) 嘱諦ボ巌員が負傷又は疾突病のため療養する必要があり、その勤務しないこと
がやむを得ないと認められる場合 (前 2号に掲げる場合を除く。) 1年度
(4月 1日から翌年3月31日までの間)において任命権者の定める期間

3( 田観

別表第1(第11条=謝系)
区分 1 報酬月額

(略)
公民館長 1 152,ooo円

(略)

備考 上記の報酬月額は、勤務時間が週37時間30分のときの額を示したものであ
り、週37時間30分以外の董堀努時間で任用する場合は、その勤務時間に対応する報
酬月額となる。

い、又は配偶者、父母、子及び兄弟姉妹以外の者に、骨髄断参g植のため骨髄騨テし
くは末梢血幹細胞移植のため末梢血幹細胞を壬治供する場合で、当該申出又キ蔀是
供に伴い必要な検否‐入院等のため董煽奏しないことがやむを得ないと認められ

区分 1 報酬月額区分 報酬月額
(略)(略)
公民館長 1 152,ooo円公民館長 152,000 円

(略)社会教育指導員 152,000 円

(略)

00375
四角形



議案第 3 6号

南島原市教育委員会の事務局に勤務する指導主事の給与等に関す

る規則の一部を改正する規則について

提案理由
南島原市教育委員会の事務局に勤務する指導主事の給与、勤務時間、

休日、休暇等に関する条例の一部を改正する条例に伴い、所要の改正を

行 うもの。

平成 2 8年 3月 2 2 日提出

南島原市教育委員会
委員長 坂上 三徳

00375
四角形



南島原市教育委員会の事務局に勤務する指導主事の給与等に関する規則

の一部を改正する規則

南島原市教育委員会の事務局に勤務する指導主事の給与等に関する規則 (平

成 18年南島原市規則第 33号) の一部を次のように改正する。

題名を次のように改める。

南島原市教育委員会の事務局に勤務する指導主事の給与に関する規則

第 1条中「給与等」を「給与」に改める。

第 2条を削り、第 3条を第 2条とし、第 4条を第 3条とする。

附 則
この規則は、平成 28年 4月 1 日から施行する。

-1-
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南島原市教育委員会の事務局に勤務する指導主事の給与等に関する規則の一部を改正する規則 新旧対照表

新 . ・
旧

南島原市教育委員会の事務局に勤務する指導主事の給与に関する規
則

趣取旨)

第 1条 この寿服qは、南島原市教育委員会の事務局に勤務する指導主事の給与、勤
務時間、休日、{和隈等に関する条例 (平成18年南島原市条例第38号)に基づき、
南島原市教育委員会の事務局に勤務する指導主事 (以下「指導主事」という。)
の給与について必要な事項を定めるものどする。

. ▲

(指導主事の碧謝券教育等教員特別手当の擬爵

第2条 (略)

(その他)

第3条 (略)

南島原市教育委員会の事務局に勤務する指導主事の給与等に関する
彩願、q

鰹塔)

第 1条 この薪興Jは、南島原市教育委員会の事務局に勤務する指導主事の給与、勤
務時間、休日、休暇等に関する条例 (平成18年南島原市条例第38号)に基づき、
南島原市教育委員会の事務局に勤務する指導主事 (以下「指導主事」という。)
の給与等について必要な事項を定めるものどする。

(指導主事の系餅非表等)

第2条 指導主事に適用される雑申さk表は、市町村立学校県費負担教職員の給与等に
関する条例 (昭和32年長崎県条例第46号)別表第 1に掲げる結滞*表とする。

2 指導主事の職務の級及び号給は、初任給、昇格、昇給等の基準に関する彩願、リ
(昭和45年長崎県人事委員会薄願、q第2号)の規定を準用する。

(指導主事の義務教育等教員特別手当の額む

第3条 (田納

(その他)

第4条 (田観
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